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雀宮地区の事後評価について

平成３０年１月３０日

建設部 道路建設課

第２回都市再生整備計画事後評価委員会
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（１）地区のまちづくりの経緯について
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地区のまちづくりの経緯について

【 当初計画（平成２４年３月）】

事業 事業名 内 容

道路

市道７０４号線 道路改築 延長315ｍ 幅員11ｍ

市道７１３号線
道路改築 延長290ｍ
幅員11ｍ～幅員14ｍ

高次都市施設

地域コミュニティーセンター 地域コミュニティーセンターの整備

地域創造支援事業
魅力ある景観づくり事業

魅力ある都市景観づくり整備費
補助金事業

雀宮地区市民センター改修事業 エレベーター設置等
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地区のまちづくりの経緯について

【 第１回計画変更（平成２５年２月）】

・事業規模の変更

事 業 事業名 変更前 変更後

道路 市道７１３号線 延長 290 ｍ 延長 426 ｍ

地域創造支援事業 雀宮地区市民センター改修事業 規模 173.12 ㎡ 規模 1688.12 ㎡
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地区のまちづくりの経緯について

【 第２回計画変更（平成２６年３月）】

・事業期間及び事業費の変更

事 業 事業名 変更前 変更後

道路 市道７１３号線

事業期間
H24～H25

事業費
２１０．２百万円

事業期間
H24～H26

事業費
２２１．１百万円
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（２）事後評価について



4

7

①成果の評価

②効果発現要因

③実施過程の評価

事後評価について
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①成果の評価について

【成果の評価】

「目標を定量化する指標」の達成状況や，これ以外に事業による効果が発現している

ものを「その他の指標」として，その達成状況を評価する。

さらに，定量的に評価できない定性的な効果が発現している場合についても評価する

もの。
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②効果発現要因について

【効果発現要因】

数値目標等の成果の評価だけでなく，効果をあげた成功要因等について，

今後のまちづくりに活かすために分析するもの。
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①成果の評価について

評価判定基準

評価の基準 達成度

①評価値が目標値を上回った場合 ○

②評価値が目標値には達していないものの，近年の傾向よりは改善していると認められる場合 △

③評価値が目標値には達しておらず，かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 ×

近年の傾向

×

達成度

まちづくり交付金 事業期間

（数値）

（年）

①

②

③

従前値

目標値

評価値
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①成果の評価及び②効果発現要因について

【指標１：雀宮駅の利用者数（雀宮駅乗降客数）】

指 標 単位
従前値

（Ｈ２２）

目標値

（Ｈ２８）
評価値

目標

達成度

１年以内の

達成見込み

乗降客数 人/日 ６，６００ ７，１５０ ９，２３０ ○ ―

事業期間

目標
7,150

近年の傾向

出典：東日本旅客鉄道株式会社ＨＰ
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①成果の評価及び②効果発現要因について

【指標２：まちの快適な空間に対する満足度】

指 標 単位
従前値

（Ｈ２３）
目標値

（Ｈ２８）
評価値

目標
達成度

１年以内の
達成見込み

アンケート満足度 ％ ３１．０ ４１．５ ４２．５ ○ ―

目標
41.5

出典：第44回市政に関する世論調査（平成23年）
第49回市政に関する世論調査（平成28年）
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①成果の評価及び②効果発現要因について

【指標３：五代若松原地域コミュニティーセンター等年間利用回数】

指 標 単位
従前値

（Ｈ２２）
目標値

（Ｈ２８）
評価値

目標
達成度

１年以内の
達成見込み

年間利用回数 回／年 ３，７００ ４，１００ ４，２５６ ○ ―

目標
4,100

出典：みんなでまちづくり課，自治振興課
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①成果の評価及び②効果発現要因について

【定性的な効果発現状況】

■国道４号をはじめ，県道雀宮停車場線などの道路整備が進捗し，駅周辺における高

質な空間づくりと景観形成が実現されつつある。

■都市再生整備計画事業による雀宮駅周辺の都市基盤や公共施設が整備されたことを

契機に，それらの施設を活用した様々なイベントが開催され雀宮地区をはじめとす

る市南部地域における住民主体のまちづくり活動や，住民間の交流の活性化が図ら

れている。
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③実施過程の評価について

■モニタリング

実施なし（都市再生整備計画において予定していなかったため）

■住民参加プロセス

・雀宮地区まちづくり推進協議会（事業に係る協議・連携）

・五代若松原地区まちづくり推進協議会（事業に係る協議・連携）

■持続的なまちづくり体制の構築

・地元まちづくり協議会（まちづくりに関する意見交換，活動の支援）
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（３）今後のまちづくり方策について
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今後のまちづくり方策について

【まちの課題の変化】

■地区住民の生活や生涯学習の活動を支える基盤が整備されたことにより，

地域の核となる拠点が形成された。

■新たな五代若松原地域コミュニティーセンターの整備や雀宮地区市民センタ

ーのバリアフリー化等を実施したことにより，地域活動を支える拠点の利便

性や安全性の向上が図られ，地域主体のまちづくり活動が着実に増加してい

る。

■雀宮駅周辺地区における交通結節機能の強化を図るため，駅周辺の道路整備に

おいて，市道713号線が完了し，そのほか，国道4号をはじめ，県道雀宮停車

場線，市道704号線などの道路整備が着実に進捗している。
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今後のまちづくり方策について

計画の大目標
「地域交流拠点である雀宮駅周辺地区の

交通結節機能の強化と
地域活動が活発な魅力あるまちを形成する。」

のさらなる実現に向けて

１．地域核拠点となる施設の一層の利用促進

駅周辺道路や鉄道などの交通ネットワークを活かしながら，地区市民セ

ンター等の公共施設におけるイベントやまちづくり活動等の継続的な活

動の場の提供や支援。

２．住民のまちづくり活動の支援

地域住民組織等と連携・調整を図りながら，地域が一体となったまちづ

くり活動に対して，事業実施に向けたサポートなど様々な形での支援。

３．駅周辺の基盤施設の継続的な整備の実施

周辺道路（国道４号や県道雀宮駅停車場線等）と一体となった円滑な交

通ネットワーク体系の構築に向け，市道７０４号線の着実な整備。


